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親族支援研修





認知症や障害のある親族の後見人を引き受けたが、どのように行ったらよいのかわからずお悩みの方から、ご相談を受けている担当者の方も多いのではないでしょうか？
地域包括支援センターの職員等が成年後見制度に関する理解を深め、介護の傍ら後見業務を行うご家族を支えアドバイスできるよう支援研修を行います。
現在後見人を引き受けている当事者の参加も歓迎しますので、お誘い併せてご参加ください。参加費は無料です。

１　主催　　一般社団法人　三重県社会福祉士会

２　日時・場所＆講師・内容
	日　時
	場　所＆講師
	内　容

	令和6年11月　8日
(金曜日)
午後12時30分～
午後2時00分



　
　午後2時00分～


　午後3時00分～
(研修後、個別相談会を行います。自由参加)
	城山れんげの里
　２階　研修室
住所： 〒514-0818
　津市城山1丁目12－2

講師：ぱあとなあみえ運営委員
　　　　　　　　石坂　すみ

相談担当者：ぱあとなあみえ
　　　　　　　　運営委員
	１　なぜ親族は、後見制度を利用しなくても困らないのか？
２　どうしても後見人等が必要になるのはどのようなときか？
３　今後後見制度はどうなるのか？
４　もしどうしても後見制度を利用しなければならなくなったらどうしたらよいか？
５　後見制度利用した場合の費用
６　親亡き後の障害者の生活保障
　　－後見活動をして思うこと
個別相談会（希望者）



３　対象者　　親族、三重県自閉症協会会員、地域包括支援センター・市町・社協職員等
４　申込方法　10月28日までに、別紙の参加申込書に記入し三重県社会福祉士会事務局へ
５　災害が予想される場合は７日(前日)の午後３時以降にＨＰへ開催の有無を載せます。
[image: ]６　申込方法：右記のＱＲコードで　　　　　　
　　　三重県社会福祉士会事務局へ　　　　　　⇒　　　
　　　申し込み下さい。締切日：10月31日
７　問合先：TEL０５９－２２８－６００８
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